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研究成果の概要（和文）：本研究は精神障害や発達障害の当事者たちが直面するコミュニケーショントラブルの
原因を周囲の人々との「あいだ」にある関係性の問題として捉え直すことで新しいコミュニケーションケア方策
の提案に繋げることを目指した。研究の結果、そうしたディスコミュニケーション状況は、両者の認知機制や感
覚の差異と深く関わっているが、そうしたimpairmentとしての障害に対する不十分な理解が、医療制度や教育制
度とその中で構築された物理的環境等と相まって、本人のdisability状況を作り出すとともに、社会的な
handicapとしてのディスコミュニケーション状況を強化・固定化している可能性が強く示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to propose a new communicative health care method by 
rethinking some types of communication trouble, which are called in Japanese-made English, ‘
discommunication,’ faced by people with mental illnesses or developmental disorders, as a matter of
 the relationship between them and their surrounding people. As a result of the research, it has 
become clear that such discommunication situations are deeply involved in the cognitive and sensory 
differences between people with communication disabilities and their surrounding people. Moreover, 
it is strongly suggested that insufficient comprehension of such ‘impairments’ produces their ‘
disablities,’ coupling with institutional rigidity of the medical and educational system and the 
physical environment, which reinforces and fixes those situations as social handicap.

研究分野： コミュニケーション研究、認知語用論

キーワード： 発達障害　自閉スペクトラム症　ディスコミュニケーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 従来、精神医療は精神科医師による治療場
面にその中心が置かれてきたが、社会心理学
者ミシュラーが指摘するように、そこではし
ばしば「医療の声」によって当事者の「生活
世界の声」が抑圧される。一方、大学教育に
代表される教育現場においては、広汎性発達
障害を抱える学生たちと教職員とのコミュ
ニケーショントラブルが時折問題化し、そこ
でのカウンセリングもまた、行動療法的・問
題解決志向的アプローチが重視され、当該学
生の内省や発言・訴えなどは軽視される傾向
が強い。そうした背景から、本研究は精神障
害と発達障害の当事者たちが直面するコミ
ュニケーショントラブルの原因を安易に障
害名や問題行動に帰属させることなく、医
療・福祉・教育従事者たちとの「あいだ」に
ある関係性の問題として捉え直すことで新
しいコミュニケーションケア方策の提案に
繋げることを目指して開始された。 
 
２．研究の目的 
 当初の目的は、統合失調症および高次脳機
能障害者への医療・福祉場面、四年制大学内
での教育場面、という 2つの異なる領域にお
けるコミュニケーショントラブル事例を平
行的に捉え、医療・福祉従事者と障害当事者
間、および大学教職員と大学生間に生じるデ
ィスコミュニケーションへの新しいケア方
策を探ることにあった。特に、非対称な関係
にあるコミュニケーション参与者が互いに
そのトラブルの原因を、誤った、ないしは不
適切な要因に帰属させる〈帰属バイアス〉に
着目し、（１）スキーマ・アプローチに基づ
く具体的なトラブル事例の分析とパターン
抽出と（２）認知語用論的なディスコミュニ
ケーション分析に基づいた包括的なコミュ
ニケーションケア方策の立案を想定してい
た。 
 しかしながら、研究を進めるなか、トラブ
ル事例数を無闇に増やすことよりも、関係者
へのインタビューや談話分析を元にした少
数事例の掘り下げと理論的基盤の構築を優
先させることへと方針を転換し、理論と実践
の相互往復によるディスコミュニケーショ
ン研究にその重心を移すこととし、新たなコ
ミュニケーションケア方策立案への指針を
得ることを研究期間における目標とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、次の３つのテーマに基づいて進
められた： 
 
テーマ１：コミュニケーショントラブルを生

じさせる認知的基盤の理論的解明 
テーマ２：障害当事者をめぐる地域精神保健

実践の人類学的考察 
テーマ３：臨床・教育場面におけるケア活動

の実践分析 
 

 テーマ１に関しては、主に代表者岡本が、
認知語用論の観点から、障害当事者とそれを
取り巻く非当事者との間でコミュニケーシ
ョントラブルを生じさせる認知的基盤につ
いて、参与者間の立場性、話題の転換、聞き
手行動（リスナーシップ）、メタ・コミュニ
ケーション、などの各側面から事例分析を行
い、それをもとに理論化を図った。 
 テーマ２については、主に連携研究者（平
成 28 年度から研究分担者）の松嶋が、医療
人類学の立場からイタリアの地域精神保健
実践の参与観察に基づいて、本邦の地域精神
保健のあり方との比較および批判的考察を
行った。 
 最後のテーマ３に対しては、主に分担者山
川と研究協力者の小谷と松岡が中心となっ
て、茨城県と東京都大田区を中心とした障害
者ケアの実践例を通して、臨床現場における
ディスコミュニケーションがどのような参
与者間の関係性のなかで生じているかの解
明に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
 テーマ１では、コミュニケーショントラブ
ルを生じさせる認知的基盤を解明するため、
①参与者間の立場性、②話題の転換、③聞き
手行動、④メタ・コミュニケーション、にそ
れぞれ焦点を当てた認知語用論研究を主に
岡本が実施した。 
 まず、①については、いわゆる「アイロニ
ー」発話が自閉スペクトラム症を持つ障害当
事者には理解しづらいという点を重視し、ア
イ ロ ニ ー 発 話 が 言 語 の 「 包 除 性 
(clusivity)」を利用して会話参与者間の立
場性を操作することを指摘し、発達障害当事
者にはそうした包除性認知が困難である可
能性を示唆した。②については、日常会話に
おける話題の転換が、従来説明されてきたよ
うな言語的な側面よりも、転換を行う参与者
の認知的な側面が実際には大きく関与する
ことを明らかにした。したがって、自閉症ス
ペクトラムの当事者が談話理解の手がかり
とすることができる談話標識や接続表現を
用いた明示的な転換は定型発達者同士の日
常会話では少なく、言語的なマーカーを用い
ない非明示的な転換を行う傾向が強いこと
が、定型発達者と発達障害者とのコミュニケ
ーション不全を導く可能性があると判明し
た。さらに、③については、当事者の「語り」
を聞く立場としての援助者の「聞き手行動」
に焦点を当て〈リスナーシップ〉の認知語用
論研究を行った。具体的には、聞き手側の振
る舞いが会話の場に対してどのような効果
をもたらしているかを知るために、まちづく
りワークショップにおけるファシリテータ
ーの聞き手行動の事例分析を行った。その結
果、「言い換え」や「要約」などの高度な聞
き手スキルが当事者とのディスコミュニケ
ーション解消へのヒントとなるという結論
を得た。最後の④に関しては、発達障害当事



者と周囲の定型発達者との会話場面におけ
る「メタ・コミュニケーション」に焦点を当
て、当該概念の認知語用論的再検討を行った。
特に、メタ・コミュニケーションが動的な「フ
レーミング」による「境界づけ」と「方向づ
け」の二つの機能によってコミュニケーショ
ンの場を多層化し、参与者たちの認知と相互
行為のインタフェースとなっていることを
明らかにした。さらに参与者間の共有基盤構
築に着目し、課題達成対話を始め、研究者間
のコミュニケーション場面においても参与
者の共有基盤が言語・非言語的な手段を用い
て構築される様を詳らかにし、障害を巡るデ
ィスコミュニケーション場面分析に繋がる
手がかりを得た。 
 テーマ２に関しては分担者松嶋を中心と
して、まずは文化人類学的見地から「出会い」
に焦点を当てることで自閉スペクトラム症
者の生きるリアリティへの接近を試みた。人
類学者インゴルドが指摘する、狩人と動物と
の〈出会い〉において狩人が自らと動物を不
可分な存在と感じることを踏まえ、自閉スペ
クトラム症の当事者が人と〈出会いそこね
る〉ことの意味を、ティンバーゲンによる自
閉症児の動物行動学的観察と重ね合わせる
ことで明らかにした。出会いの場面では、健
常児であってもよく知らない対人的・対物的
状況においては自閉症的症状を示すが、その
際には近づこうとする動因と逃げようとす
る動因の間の葛藤が存在する。自閉スペクト
ラム症の当事者においても同様の葛藤があ
るのであって、単に目が合わないとかコミュ
ニケーションがうまく取れないということ
ではないと考えられる。そこから導き出され
るのは、当事者に対して言語や社会性に関す
る特別な訓練を施すよりも、まず怖れや不安
のレベルを下げることこそが第一義的に重
要だという結論である。また、「出会い」に
ついて現象学的考察を行ったイタリアの精
神科医バザーリアの「〈出会い〉とはある直
観的な関係性であり、そこにおいて医者と患
者それぞれの単一性は溶解し、２つの単一実
体の手前にただ一つのものを形成する」とい
う指摘も手がかりとしながら、医療当事者と
障害当事者の双方が、自分が相手に拒否され
るかもしれないという「不安」と「怖れ」を
互いに認めつつ共有するような場をつくる
ことこそがディスコミュニケーション状況
から脱け出るための第一歩であることを明
らかにした。 
 一方、イタリアでの地域精神保健実践およ
び、近年日本でも急速に普及しつつある当事
者を中心としたケアについても調査・研究を
すすめ、特に障害にまつわるディスコミュニ
ケーション状況へのサポートのあり方の特
徴と差異について検討を行った。一例として、
北海道浦河町で始まった精神障害者の当事
者研究を、その創始者である精神科ソーシャ
ルワーカーの向谷地生良氏を中心とした「べ
てるの家」のメンバーと共に松嶋がイタリア

で実施しそれについて討議を行った。なかで
も障害者が自分自身で病名を付けるという
当事者研究の有用性がイタリアの当事者と
医療関係者の強い関心を惹き起こし、従来の
ように統合失調症患者がその診断名を自身
のアイデンティティにしてしまうことがも
たらす問題の大きさが共有された。同時に、
障害当事者とその周囲との対話も、単なる
「対話 (dialogue)」というよりも、「弁証法
的対話 (dialectique)」にすることこそが肝
要であることも確認された。例えば「登校拒
否」から「不登校」へ変わることで、異議申
立ての作用が消失して「多様性」という名の
下でより細分化された現状維持の機能が強
化されてしまう側面が明らかとなった。これ
は現在の特別支援学級がもつ根本的な問題
点でもある。 
 このように、障害当事者と非当事者の非対
称性を超克するためには、「出会い」や「対
話」といった関係的環境上の工夫が必要とな
る。この点については、イタリアの地域精神
保健の他、フィンランド発のオープンダイア
ローグなどの実践を検討した。そこでのポイ
ントは、当事者による自身の障害やトラウマ
についての語りの宛て先が、聴き手を介して
当事者自身に向けられていることの意義で
ある。この点に着目することで、「ナラティ
ブ」が持つ自己再帰的な機能をディスコミュ
ニケーションの問題であると同時にリカバ
リー（関係的・社会的回復）の問題として捉
え直すことが可能となった。 
 そして、最後のテーマ３については、①大
人の発達障害の事例検討と、②講演による自
閉スペクトラム症の基礎的知識の整理、さら
に③高次脳機能障害者の地域支援の実践分
析、④医療・福祉現場と教育現場での発達障
害対策の比較調査、の各課題に取り組んだ。 
 ①については、分担者山川を中心に、医
療・福祉・行政などの連携を図るための事例
検討会「茨城ケアコンソーシアム」を 3か月
に 1回行った。その中で大人の発達障害の就
労についてはハローワーク、障害者就業セン
ターなどからスタッフが参加し、多くの視点
から具体的な支援方法についての検討を行
った。さらに、成人の発達障害の事例検討を
行うとともに、実際にアスペルガー症候群の
就労支援例を報告した。 
 そのなかで浮き彫りになったのは、発達障
害を取り巻く様々な問題である。例えば、東
京都発達障害当事者会を主催する冠地氏が
「発達機会喪失障害」と称するように、発達
障害当事者は日常的に人とコミュニケーシ
ョンしていく機会をどんどん失っていく傾
向にある。定型発達者の期待する「これがで
きるなら（言わなくても）これはできるだろ
う」が発達障害当事者に通用せず、「これが
できないのに、これはできる」といった事態
が、しばしば両者の間のディスコミュニケー
ションの原因となる。また、発達障害当事者
は自己肯定感が低いことが知られているが、



事例検討から明らかとなったのは、当事者本
人だけではなく、その周囲の人々の自己肯定
感も低くなっている可能性である。例えば、
しつけが悪いのかと悩み困っている家族、困
っているけど困っている感が出ない当事者
本人、限界を感じる医療職、関わりに悩む教
育現場、というように、本研究で焦点を当て
ているディスコミュニケーション場面に関
わる全ての参与者に共通して見られる特徴
となっている。 
 また、②に関しては、発達障害の支援につ
いての啓蒙活動として、臨床・教育場面で発
達障害に関わる相談支援事業所職員、小中学
校教員、障害者歯科センター職員などを対象
に山川が講演を行い、現場でのトラブル事例
を集約した。そのなかで焦点が当てられたの
は、一口に発達障害と言っても、自閉スペク
トラム症 (ASD) から、注意欠如／多動性障
害 (ADHD) まで様々であるが、前者はその定
義上、どこからが障害なのかが不分明であり、
周囲の人々に一貫した対応を求めることが
難しいということである。また、ADHD は ASD
よりも、一般に人との関わりを求めたがる傾
向が強いので、却って周囲とのコミュニケー
ションにおける失敗機会が多いことも聴講
者との議論から明らかとなった。 
 次の③は、先天的な発達障害とは異なるも
のの、後天的な疾病や事故によって高次脳機
能障害となった人々に対する地域支援の実
践とその分析を通じて、特定の障害カテゴリ
ーを越えたディスコミュニケーション状況
の解消策を模索するものである。 
 まず、研究協力者小谷は、高次脳機能障害
者が多く入居するケアホームについて、高次
脳機能障害者が地域で暮らすために必要な
サービスを調査し、介護施設に勤務経験があ
り、現在ケアホームに勤務する 3名に半構造
化インタビューを行い、データを質的に分析
した。そして研究協力者松岡は、自身が代表
をつとめる蒲田寺子屋を拠点として、大田区
の高次脳機能障害者への地域支援活動を継
続し、週 2度の認知的支援（PC による文書作
成の指導など）を行うほか、大田区家族会の
月例会合および高次脳機能障害支援者ネッ
トワークの運営協力を、全研究期間を通じて
行った。特に、自身が行う高次脳機能障害者
に対するリハビリテーション活動ならびに
家族会活動の支援などを通じて、それらの臨
床的活動および学術的な知見などから得ら
れた考察をシンポジウムや講演にて発表し
た。具体的には、高次脳機能障害に関わる地
域連携を東京都大田区での活動を元に考察
した成果を雑誌論文としてまとめる一方、月
１で行われる、家族と当事者の会「たまりば
〜」に毎回参加し、会場提供および技術的支
援を行った。さらに、高次脳機能障害者をは
じめとする支援を求める当事者に対してボ
ランティアで相談支援や行政機関への同行
支援などを行った。地域の社会福祉法人や精
神障害者の家族会とも会合やイベント等で

顔の見える連携を継続している。 
 最後の④に関しては、代表者岡本が、自身
の勤務する四年制大学で「特別ニーズ学生」
と称される、発達障害を抱えた大学生への具
体的なケア活動について、担当スタッフであ
るソーシャルワーカーからのヒアリングを
元に調査を行った。さらに、発達障害の当事
者研究を実践する研究者達と意見交換を行
い、ディスコミュニケーション研究の可能性
を検討した。その結果、明らかとなったのは、
以下の点である： 
 
・ 【症例の多様性】発達障害の実際の症例

は統合失調症等と比べてかなり多様であ
る 

・ 【診断時期の違い】自閉症児が大人にな
った場合と大人になって初めて明らかに
なったアスペルガーとはかなり事情が異
なる 

・ 【知的障害の有無】就労支援に顕著なよ
うに、知的障害の有無が一番大きく、成
育歴におけるケアの質・量の違いを生ず
る 

・ 【医療・福祉場面と教育場面の違い】医
療・福祉場面と教育場面では、発達障害
当事者がどのように変化して欲しいかと
いう目標が異なる 

 
 特に最後の論点が本研究にとって重要な
課題として残った。具体的には、医療場面で
は、発達障害当事者を従来の統合失調症への
対応設定に乗せようとしても上手くいかな
いことが多く、就労支援もその一つとなる。
例えばデイケア自体が統合失調症をモデル
として作られていることから、新たなモデル
が求められている。一方、大学などの教育場
面では、１限の授業に出られないということ
が結局大学に来られなくなってしまうこと
に繋がる連鎖も判明した。例えば e-learning
などによる代替手段の可能性はあるが、そも
そも高校までと異なり、保健室のような休息
空間が大学には存在しないという問題があ
る。フーコーのいう discipline の一種とし
て、その場にどのような「姿勢」でいるかを
制度的かつ環境的に強制されることがそう
した問題の背景にあると考えられる。 
 以上のように、障害当事者と周囲の人々と
の「あいだ」に生じるディスコミュニケーシ
ョン状況は、両者の認知機制やさらにそのベ
ースにある知覚や感覚の差異と深く関わっ
ているが、そうした impairment としての障
害に対する不十分な理解が、医療制度や教育
制度とその中で構築された物理的環境等と
相まって、本人の disability 状況を作り出
すとともに、社会的な handicap としてのデ
ィスコミュニケーション状況を強化・固定化
している可能性が強く示唆された。こうした
知見をどのように現場での制度・環境・コミ
ュニケーションのデザインにフィードバッ
クすべきかについての検討については、さら



なる今後の課題としたい。 
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